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【研究の概要等】  
マイクロ・ナノ電極をプローブとした電気化学顕微鏡(SECM)システムに、機能性分子による

電極表面の修飾、近接場光計測およびイオン電流計測を付加した多機能ナノ電気化学顕微鏡(Na
noSECM)を開発するとともに、単一細胞レベルで多項目を定量的に解析する手法を確立する。特

に、細胞の形状、機能・活性、細胞膜表面の受容体の発現量と表現型（フェノタイプ）およびイ

オンチャンネルを介して流入出する各種イオンを単一細胞レベルで同時に検出できるシステム

とする。また、得られた成果を系統的に解析し、心疾患の早期発見と治療に適用できる細胞診断

システムへの展開を、本研究終了後に継続する応用研究と位置付け最終目的に設定している。こ

のシステムを用いて、細胞活性、イオン調節機能との関連を重点的に解析し、新規な細胞診断と

いう学術領域を創成したい。 
 

【当該研究から期待される成果】 
多機能 NanoSECM により、細胞膜表面のタ

ンパク質や機能性物質の挙動を、生きた状態、

リアルタイムかつ nm の空間分解能で追跡する

ことが可能となる。本システムは、これまでに

ない新しい細胞機能観測ツールとして、蛍光や

AFM 観測などとは異なる視点からの細胞機能

情報を提供可能である。本研究で得られる知見

は、細胞解析および診断の方法論を大きく拡げ

る可能性を秘めている。電気化学測定法に立脚

したナノ計測システムが，単一細胞計測のブレ

ークスルーとなることが期待できる。   
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【研究期間】 平成18年度－22年度  

        

 
【研究経費】  26,000,000 円      

           
 

【ホームページアドレス】      http://www.che.tohoku.ac.jp/~bioinfo/ 
 

 


